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単
組
調
査

　

単
組
の
賃
上
げ
要
求
と
回
答
状
況
を
み
て

い
く
と
、
回
答
を
寄
せ
た
組
合
の
う
ち
、
何

ら
か
の
賃
金
要
求
を
し
て
い
る
組
合
（
予
定

も
含
む
）
は
一
三
組
合
。
そ
の
う
ち
、
賃
金

水
準
引
き
上
げ
分
や
賃
金
改
善
分
を
要
求
し

て
い
る
の
は
一
二
組
合
と
な
っ
て
い
る
（
要

求
し
て
い
な
い
組
合
に
は
、
隔
年
春
闘
を
採

用
し
、
今
期
は
賃
上
げ
交
渉
し
な
い
単
組
も

含
ま
れ
る
）。

　

賃
金
水
準
引
き
上
げ
分
や
賃
金
改
善
分
の

要
求
額
・
率
を
み
る
と
、
六
〇
〇
〇
円
程
度

に
設
定
し
た
組
合
（
平
均
方
式
も
あ
れ
ば
個

別
ポ
イ
ン
ト
要
求
も
あ
る
）
や
、
二
％
程
度

に
設
定
し
た
と
こ
ろ
が
多
い
。

　

す
で
に
回
答
を
引
き
出
し
て
い
る
組
合

（
一
〇
組
合
）
の
回
答
結
果
を
み
る
と
、
獲

得
し
た
賃
金
水
準
引
き
上
げ
分
や
賃
金
改
善

分
は
五
〇
〇
円
～
四
〇
〇
〇
円
程
度
の
範
囲

で
、
ば
ら
つ
い
て
い
る
。
あ
る
組
合
か
ら
は
、

回
答
予
定
日
に
妥
結
せ
ず
に
、
ほ
ぼ
一
週
間
、

延
長
協
議
し
て
ベ
ア
を
引
き
出
し
た
と
の
報

告
が
あ
っ
た
。

　

賃
金
改
善
分
を
獲
得
し
た
組
合
の
な
か
に

は
、
基
本
賃
金
の
引
き
上
げ
以
外
の
項
目
を

要
求
し
、
獲
得
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
子
の
大
学
入
学
に
対
す
る

給
付
制
度
の
導
入
を
獲
得
し
た
と
こ
ろ
や
、

五
三
歳
以
降
に
本
給
が
減
少
す
る
仕
組
み
の

是
正
や
現
場
職
の
成
果
給
テ
ー
ブ
ル
の
上
限

の
引
き
上
げ
、
評
価
が
良
い
層
の
み
の
成
果

給
テ
ー
ブ
ル
の
上
乗
せ
を
勝
ち
取
っ
た
組
合

も
あ
っ
た
。

　

回
答
時
点
で
ま
だ
要
求
を
行
っ

て
い
な
い
組
合
か
ら
は
、
賃
金
水

準
が
上
部
団
体
の
示
す
必
要
ラ
イ

ン
に
届
か
な
い
と
し
て
、
消
費
者

物
価
上
昇
分
の
三
％
分
も
考
慮
し

た
う
え
で
、「
必
要
最
低
限
の
生
活

を
送
る
う
え
で
も
、
ま
た
リ
テ
ン

シ
ョ
ン
対
策
・
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

維
持
向
上
の
た
め
に
も
ベ
ア
要
求

す
る
」
な
ど
の
回
答
が
あ
っ
た
。

賃
上
げ
に
影
響
し
た
要
素

の
ト
ッ
プ
は「
自
社
業
績
」

と
「
世
間
相
場
」

　

賃
上
げ
要
求
し
た
組
合
に
対
し
、

今
回
の
回
答
結
果
に
影
響
し
た
要

素
に
つ
い
て
尋
ね
た（
複
数
回
答
）。

　

結
果
（
図
表
）
を
み
る
と
、「
自

社
の
業
績
」
と
「
世
間
相
場
、
他

社
の
動
向
」
が
も
っ
と
も
多
く
あ

が
り
（
一
一
組
合　

八
四
・
六
％
）、

次
い
で「
人
材
確
保
・
定
着
率
の
向

上
」
と
「
物
価
動
向
」（
八
組
合　

六
一
・
五
％
）、「
連
合
や
上
部
団

体
の
方
針
」（
七
組
合　

五
三
・

八
％
）、「
マ
ク
ロ
の
経
済
・
景
気

動
向
」
と
「
生
産
性
の
向
上
」
お
よ
び
「
企

業
と
し
て
の
社
会
的
責
務
」（
六
組
合　

四

六
・
二
％
）、「
労
使
関
係
の
安
定
」（
四
組
合

　

三
〇
・
八
％
）
―
―
な
ど
の
順
で
多
か
っ

た
。

　

ま
た
、
賃
金
交
渉
に
当
た
り
、
参
考
に
し

た
産
業
・
企
業
は
あ
っ
た
か
ど
う
か
尋
ね
た

と
こ
ろ
、「
あ
っ
た
」
が
一
〇
組
合
で
、
三
組

合
は
「
な
か
っ
た
」
と
し
た
。

　
「
あ
っ
た
」
と
し
た
組
合
に
具
体
的
な
産

業
や
企
業
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
自
動
車
」
や

単
組
の
多
く
が「
組
合
員
の
賃
上
げ
に
対
す
る
期
待
が

高
か
っ
た
」と
回
答

　
　
―
―
賃
金
改
善
分
を
獲
得
し
た
組
合
が
昨
年
を
上
回
る

ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
産
別
・
単
組
調
査

　

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
・
解
析
部
は
こ
の
ほ
ど
、「
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
」

を
委
嘱
し
て
い
る
企
業
別
労
働
組
合
（
単
組
）、
産
業
別
労
働
組
合
（
産
別
）
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
今
春
闘
に
お
け
る
賃
金
交
渉
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
尋

ね
た
。
単
組
の
多
く
が
、
今
年
は
賃
上
げ
に
対
す
る
組
合
員
の
期
待
が
高
か
っ
た
と
回

答
し
て
お
り
、
産
別
か
ら
は
、
昨
年
よ
り
多
く
の
組
合
が
賃
金
改
善
分
を
獲
得
し
て
い

る
と
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

本
事
業
の
正
式
名
称
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
調
査
」。
モ
ニ
タ
ー
を

委
嘱
し
て
い
る
の
は
、
企
業
、
業
界
団
体
、
産
別
お
よ
び
単
組
で
、
モ
ニ
タ
ー
総
数
は

現
在
、
一
七
〇
組
織
以
上
。
今
回
の
調
査
で
は
、
単
組
三
五
組
織
、
産
別
二
五
組
織
に

調
査
票
を
メ
ー
ル
で
配
布
し
、
単
組
か
ら
一
八
、
産
別
か
ら
は
八
の
有
効
回
答
を
得
た
。

企
業
別
労
組
は
ほ
ぼ
、
大
手
企
業
労
組
で
構
成
す
る
。
調
査
期
間
は
、
二
〇
一
五
年
三

月
三
〇
日
～
四
月
二
〇
日
。

図表　今回の賃上げ回答に影響した要素（複数回答）　n=13
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「
電
機
」
を
あ
げ
る
回
答
が
、
自
動
車
・
電

機
以
外
の
産
業
の
組
合
で
み
ら
れ
た
。

交
渉
ス
タ
ー
ト
時
か
ら
「
ベ
ア
ゼ

ロ
は
な
い
」
と
の
感
触
も

　

今
年
の
賃
金
交
渉
に
つ
い
て
、
昨
年
と
比

べ
た
場
合
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
み
ら
れ
る

か
（
賃
上
げ
額
・
率
、
組
合
員
の
期
待
、
経

営
側
の
姿
勢
な
ど
）
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
（
自

由
記
述
）、

▽
「
組
合
員
か
ら
昨
年
以
上
に
ベ
ア
に
対
す

る
要
求
が
強
か
っ
た
」

▽
「
組
合
員
の
期
待
は
昨
年
度
に
比
べ
若
干

高
く
な
っ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
る
」

▽
「
昨
年
に
増
し
て
組
合
員
の
期
待
は
高

ま
っ
て
い
た
」

▽
「
消
費
税
も
あ
り
、
期
待
す
る
組
合
員
も

い
た
」

▽
「
物
価
上
昇
や
消
費
増
税
を
経
て
、
昨
年

よ
り
も
賃
上
げ
に
対
す
る
期
待
は
大
き

か
っ
た
。
昨
年
は
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
有
無
が

争
点
だ
っ
た
の
に
対
し
、
今
年
は
ベ
ア
お

よ
び
賃
金
改
善
の
金
額
が
争
点
だ
っ
た
」

な
ど
、
組
合
員
の
高
い
期
待
を
指
摘
す
る
回

答
が
目
立
っ
た
。

　

隔
年
交
渉
の
た
め
今
年
は
賃
金
交
渉
し
な

い
組
合
で
も
、「
な
ぜ
賃
上
げ
要
求
し
な
い
の

か
と
い
う
声
が
多
か
っ
た
」
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
で
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が

あ
っ
た
。

▽
「
自
社
の
回
答
水
準
だ
け
で
な
く
、
そ
の

水
準
が
与
え
る
影
響
と
し
て
、
仕
入
れ
先

や
販
売
店
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
全
体
の
底
上

げ
が
労
使
の
間
で
特
に
意
識
さ
れ
て
い
た
」

▽
「
社
会
的
な
状
況
は
賃
上
げ
容
認
で
あ
り
、

組
合
員
の
子
育
て
世
代
か
ら
、
何
ら
か
の

支
援
を
求
め
る
声
が
大
き
か
っ
た
」

▽
「
昨
年
と
の
関
係
か
ら
突
っ
込
ん
だ
労
使

議
論
が
昨
年
よ
り
は
早
く
か
ら
で
き
た
」

▽
「
昨
年
度
交
渉
と
比
べ
、
物
価
と
消
費
税

に
関
す
る
論
点
が
厚
く
な
っ
た
」

▽
「
同
業
他
社
の
初
任
給
ア
ッ
プ
の
情
報
も

あ
り
、採
用
活
動
を
考
え
れ
ば（
会
社
も
）

追
従
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
（
の
で
は
な

い
か
）」

▽
「
産
業
全
体
の
風
潮
を
加
味
し
、
ゼ
ロ
回

答
は
な
い
状
態
は
、
交
渉
開
始
時
か
ら
事

務
折
衝
で
確
認
で
き
た
」

賃
金
以
外
で
は
子
育
て
支
援
や 

非
正
規
の
処
遇
改
善
な
ど

　

一
時
金
に
つ
い
て
は
、
今
春
闘
で
取
り
組

ん
で
い
な
い
組
合
を
除
く
と
、
要
求
方
式
と

業
績
連
動
方
式
が
そ
れ
ぞ
れ
七
組
合
と
な
っ

て
い
る
。
回
答
が
出
て
い
る
組
合
に
昨
年
実

績
比
を
尋
ね
る
と
、
要
求
方
式
で
回
答
の

あ
っ
た
六
組
合
す
べ
て
が
昨
年
比
で
プ
ラ
ス

と
答
え
た
（
一
組
合
は
無
回
答
）。

　

賃
金
以
外
で
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
・
取
り
組
ん
だ
項
目
や
、
そ
の
組
合
な
ら

で
は
と
い
え
る
取
り
組
み
を
尋
ね
た
と
こ
ろ

（
自
由
記
述
）、

▽
「
国
内
出
張
費
に
お
け
る
日
当
水
準
の
改

善
」

▽
「
子
育
て
世
代
へ
の
特
別
な
有
給
休
暇

（
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
休
暇
）
の
日
数
増
加
、

妊
娠
期
間
中
に
消
滅
し
た
有
給
休
暇
の
復

活
使
用
の
要
求
」

▽
「
再
雇
用
者
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
一
般

組
合
員
の
交
渉
結
果
に
連
動
し
た
賃
金
」

▽
「
期
初
に
五
日
間
の
計
画
有
給
休
暇
を
設

定
」

▽
「
時
間
単
位
有
給
休
暇
制
度
の
導
入
」

▽
「
契
約
社
員
の
時
間
外
等
割
増
率
の
改
定

（
正
規
社
員
と
同
水
準
へ
引
き
上
げ
）」

な
ど
の
ほ
か
、
企
業
内
最
低
賃
金
の
増
額
や

初
任
給
の
引
き
上
げ
な
ど
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
あ
る
非
製
造
業
の
組
合
は
「
職
場

一
体
感
の
醸
成
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
、
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
構
築
、
心
身
の
回
復
・
健
康
増
進
に

資
す
る
人
材
活
性
化
方
策
の
実
施
を
要
求
し

た
。
結
果
、
各
方
策
の
具
体
的
内
容
に
つ
い

て
、
別
の
場
で
議
論
す
る
こ
と
と
な
っ
た
」

と
し
た
。
非
正
規
社
員
を
組
織
化
し
た
ば
か

り
の
組
合
は
、「
昨
年
の
夏
か
ら
非
正
規
雇
用

者
（
契
約
社
員
）
を
組
合
員
と
し
て
迎
え
入

れ
た
」
と
し
、「
今
回
の
交
渉
で
契
約
社
員
の

た
め
の
要
求
項
目
を
新
た
に
加
え
た
」
と
回

答
し
た
。

働
き
方
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
議
論
も

　

春
の
交
渉
に
か
か
わ
ら
ず
取
り
組
ん
で
い

る
項
目
が
あ
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ

（
自
由
記
述
）、
労
働
時
間
や
働
き
方
、
安

全
な
ど
に
関
す
る
記
述
が
目
立
っ
た
。

　

具
体
的
な
記
述
内
容
を
み
る
と
、
あ
る
組

合
は
「
会
社
経
営
、
安
全
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
会
社
と

定
例
的
な
話
し
合
い
を
通
じ
て
議
論（
協
議
）

を
行
っ
て
い
る
」
と
し
、
同
じ
業
種
に
属
す

る
別
の
組
合
は
「
①
労
働
時
間
削
減
へ
の
取

り
組
み
＝
受
注
高
増
加
に
伴
い
、
仕
事
量
が

増
加
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
メ
リ
ハ
リ
あ

る
仕
事
の
や
り
方
な
ど
労
働
時
間
の
削
減
だ

け
で
な
く
精
神
的
・
肉
体
的
な
負
担
軽
減
に

つ
い
て
も
労
使
で
議
論
を
行
っ
て
い
る
。
②

安
全
へ
の
取
り
組
み
＝
世
代
交
代
、
多
能
工

化
や
定
年
延
長
に
伴
い
、
若
年
層
、
経
験
年

数
の
少
な
い
作
業
員
や
高
齢
者
の
災
害
が
増

え
て
い
る
。
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
基
づ

く
本
質
的
・
物
質
的
対
策
を
含
め
、
階
層
別

教
育
や
指
導
、
環
境
改
善
を
労
使
で
取
り
組

ん
で
い
る
」
と
回
答
し
た
。

　

ま
た
、
別
の
組
合
は
「
労
働
時
間
を
含
め
、

現
場
の
働
き
方
・
制
度
は
今
後
の
大
き
な
課

題
と
捉
え
て
お
り
、
単
組
内
、
労
使
間
で
も

都
度
検
討
を
し
て
い
る
」
と
報
告
。
電
機
産

業
に
属
す
る
組
合
は
、「
働
き
方
改
革
。
当
社

の
人
員
構
成
は
四
〇
代
半
ば
～
後
半
に
ボ

リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
が
あ
り
、
間
も
な
く
親
の

介
護
等
が
必
要
と
な
る
世
代
が
多
く
、
業
務

に
時
間
を
か
け
て
も
成
果
を
出
せ
ば
よ
い
と

い
う
状
況
で
は
な
く
な
っ
た
」
と
し
、「
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
電
機
産
業
を
み
た
場
合
、

事
業
環
境
の
変
化
へ
適
応
す
る
こ
と
や
付
加

価
値
が
あ
る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
必

要
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
的
な
要
素
も
必
要
で
、

社
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
外
へ
出
て
さ
ま
ざ
ま

な
経
験
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
、
時
間
単
位
の

生
産
性
向
上
を
意
識
し
て
働
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
、
働
き
方
改
革
に
取
り
組
も
う
と
し

て
い
る
」
と
回
答
し
た
。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
取
り
組
む
組
合

は
、「
近
年
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
つ
い

て
検
討
す
る
機
会
が
増
え
て
い
る
」
と
し
、

「
今
回
の
交
渉
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

活
動
に
対
す
る
補
助
を
要
望
し
た
。
会
社
も

問
題
意
識
が
高
く
、
要
望
に
対
し
て
、
二
〇

一
五
年
度
に
労
使
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

活
性
化
策
に
つ
い
て
議
論
す
る
と
い
う
回
答

が
あ
っ
た
」
と
成
果
を
報
じ
た
。

産
別
調
査

　

産
別
調
査
で
は
、
電
機
連
合
、
基
幹
労
連
、

生
保
労
連
、
運
輸
労
連
、
ゴ
ム
連
合
、
紙
パ

連
合
、
印
刷
労
連
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
連
合
の
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八
組
織
か
ら
の
回
答
を
集
約
し
た
。

　

電
機
連
合
は
、「
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
を
確

実
な
も
の
と
し
、
電
機
産
業
の
持
続
的
成
長

と
日
本
経
済
の
好
循
環
を
実
現
す
る
と
と
も

に
、
物
価
上
昇
局
面
に
お
け
る
生
活
防
衛
と

し
て
実
質
生
活
の
維
持
・
向
上
を
図
る
」
と

し
、
賃
金
に
つ
い
て
は
開
発
・
設
計
職
基
幹

労
働
者
賃
金
（
三
〇
歳
相
当
）
で
六
〇
〇
〇

円
以
上
の
水
準
改
善
を
図
る
こ
と
な
ど
を
要

求
基
準
に
設
定
。
四
月
一
七
日
現
在
で
、
五

六
・
七
％
の
組
合
が
集
約
済
み
・
集
約
方
向

に
あ
り
、
賃
金
改
善
が
で
き
た
組
織
数
が
昨

年
よ
り
増
え
て
い
る
と
回
答
し
た
。

　

金
額
で
み
る
と
、
開
発
・
設
計
職
の
ポ
イ

ン
ト
で
は
、
三
〇
〇
〇
円
以
上
の
引
き
上
げ

を
獲
得
し
た
組
合
が
五
四
・
八
％
と
半
数
以

上
に
達
し
て
お
り
、
製
品
組
立
職
（
三
五
歳

相
当
）
の
ポ
イ
ン
ト
で
も
三
〇
〇
〇
円
以
上

の
組
合
が
五
二
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
と
し

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
回
答
状
況
に
つ
い
て
、「
物
価
上

昇
局
面
に
お
け
る
実
質
生
活
の
維
持
を
図
り
、

デ
フ
レ
脱
却
と
経
済
の
好
循
環
の
実
現
に
向

け
、
電
機
労
使
に
課
せ
ら
れ
た
社
会
的
責
任

と
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
だ
け
で
な

く
、
産
別
統
一
闘
争
の
真
価
を
発
揮
で
き
た

こ
と
か
ら
も
、
評
価
で
き
る
」
と
総
括
し
て

い
る
。

　

隔
年
春
闘
を
採
用
す
る
基
幹
労
連
に
と
っ

て
、
二
〇
一
五
年
は
年
間
一
時
金
や
格
差
改

善
を
中
心
に
取
り
組
む
「
個
別
年
度
」
に
あ

た
る
。
三
月
末
時
点
で
、
賃
金
改
善
を
要
求

し
た
一
三
三
組
合
の
う
ち
四
四
組
合
で
回
答

を
う
け
、
う
ち
二
八
組
合
で
前
進
が
あ
っ
た

（
何
ら
か
を
獲
得
し
た
）
と
し
た
。

　

中
小
を
中
心
と
す
る
格
差
改
善
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、「
業
種
別
部
会
の
ま
と
ま
り

を
原
動
力
に
、
産
別
本
部
・
県
本
部
・
総
合

組
合
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
・
関
連
組
合

等
に
対
す
る
支
援
行
動
や
職
場
・
組
合
員
の

熱
い
思
い
を
背
景
と
し
た
粘
り
強
い
交
渉
に

よ
り
、
各
部
会
で
設
定
し
た
中
心
的
な
項
目

や
各
組
合
の
個
別
課
題
を
中
心
に
、
多
く
の

組
合
で
要
求
趣
旨
に
沿
っ
た
回
答
を
引
き
出

し
、
格
差
改
善
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

評
価
し
て
い
る
。

　

生
保
労
連
は
、
内
勤
職
員
に
関
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
回
答
し
た
。
今
期
は
、
月
例

給
与
に
お
け
る
賃
金
体
系
の
維
持
分
（
昇
給

ル
ー
ル
、
賃
金
カ
ー
ブ
等
）
を
確
保
し
た
上

で
、「
年
間
総
収
入
の
向
上
」
に
取
り
組
む
方

針
を
掲
げ
た
と
い
う
。

　
「
多
く
の
組
合
で
四
月
三
日
の
産
別
の
統

一
回
答
期
限
日
ま
で
に
、
組
合
要
求
に
沿
っ

た
回
答
を
引
き
出
し
た
」
と
し
、「
回
答
内
容

に
つ
い
て
は
、
多
く
の
組
合
で
、
昨
年
を
上

回
る
水
準
と
な
っ
て
い
る
」
と
評
価
し
た
。

　

運
輸
労
連
は
、
今
期
の
要
求
基
準
に
つ
い

て
、「
平
均
要
求
方
式
に
よ
る
賃
上
げ
要
求
を

一
万
九
〇
〇
円
中
心
と
す
る
」
と
し
た
と
し
、

要
求
額
の
組
み
立
て
は
、
所
定
内
労
働
時
間

を
前
提
と
す
る
賃
金
に
、「
定
期
昇
給
（
相
当

分
）
の
一
・
五
％
と
、
過
年
度
物
価
上
昇
分

と
生
産
性
向
上
分
と
し
て
の
二
・
〇
％
、
こ

れ
に
格
差
是
正
分
と
し
て
一
・
〇
％
を
加
え

た
四
・
五
％
を
乗
じ
た
も
の
」
と
説
明
す
る
。

　

三
月
二
〇
日
現
在
で
、
要
求
提
出
し
た
三

二
〇
組
合
の
う
ち
、四
四
組
合（
一
三
・
八
％
）

で
解
決
し
て
お
り
、
う
ち
八
組
合
が
ベ
ア
を

獲
得
し
た
と
回
答
し
た
。

　

解
決
額
は
、
全
体
の
単
純
平
均
が
二
〇
五

二
円
で
、
前
年
比
九
二
七
円
増
。
加
重
平
均

で
は
四
八
六
七
円
で
、
前
年
比
二
二
二
七
円

増
と
な
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
な
お
、
大

手
単
組
だ
け
で
み
る
と
、
単
純
平
均
が
三
一

三
〇
円
（
前
年
比
九
三
一
円
増
）、
加
重
平

均
が
四
九
九
〇
円（
前
年
比
一
九
八
三
円
増
）。

　

ゴ
ム
連
合
は
、
賃
金
に
関
す
る
方
針
に
つ

い
て
、「
労
働
条
件
の
底
支
え
と
な
る
定
期
昇

給
・
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
の
確
保
を
前
提
と

し
、
過
年
度
物
価
上
昇
に
伴
い
実
質
賃
金
が

低
下
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
労
働
生
産
性
を
考

慮
し
た
企
業
収
益
の
適
正
な
分
配
、
経
済
の

好
循
環
を
実
現
し
て
い
く
社
会
的
役
割
を
踏

ま
え
、
自
社
の
企
業
動
向
を
勘
案
し
た
上
で

二
％
以
上
を
目
安
に
積
極
的
に
賃
上
げ
を
求

め
て
い
く
」
と
し
た
。

　

回
答
状
況
に
つ
い
て
、「
三
月
二
〇
日
の
集

中
解
決
ゾ
ー
ン
ま
で
に
要
求
単
組
の
四
割
で

妥
結
し
、
三
月
末
の
全
単
組
解
決
日
ま
で
に

八
割
が
妥
結
。
現
在
ま
で
に
約
九
割
が
妥
結

し
た
」
と
し
、「
集
中
解
決
ゾ
ー
ン
で
の
解
決

は
昨
年
よ
り
多
か
っ
た
が
、
三
月
末
で
は
昨

年
並
み
と
な
っ
て
い
る
」
と
報
告
し
た
。

　

有
額
で
の
妥
結
が
中
小
組
合
で
増
え
て
お

り
、
若
年
層
に
厚
く
改
善
分
を
配
分
し
た
り
、

扶
養
手
当
な
ど
子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら
改

善
を
図
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

紙
パ
連
合
は
ベ
ア
分
の
要
求
基
準
に
つ
い

て
、
平
均
賃
上
げ
要
求
方
式
に
取
り
組
む
場

合
は
「
生
活
改
善
分
と
し
て
消
費
者
物
価
上

昇
分
を
加
味
し
二
〇
〇
〇
円
以
上
」
と
す
る

と
し
、
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
の
把
握
可
能
な

組
合
は
「
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
を
確
保
し
、

生
活
改
善
分
二
〇
〇
〇
円
以
上
と
す
る
」
と

し
た
（
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
の
算
定
が
困
難

な
組
合
は
、
五
〇
〇
〇
円
（
格
差
是
正
分
含

む
）
＋
生
活
改
善
分
二
〇
〇
〇
円
以
上
の
七

〇
〇
〇
〇
円
以
上
と
す
る
）。

　

回
答
状
況
に
つ
い
て
、「
要
求
段
階
で
は
昨

年
よ
り
多
く
の
組
合
が
賃
金
改
善
要
求
を
求

め
、
昨
年
よ
り
多
く
の
組
合
が
賃
金
改
善
の

回
答
を
引
き
出
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
。

　

印
刷
労
連
は
、
要
求
基
準
を
「
賃
金
体
系

維
持
分
を
確
保
し
た
う
え
で
、
物
価
上
昇
分

を
二
％
と
し
、
企
業
収
益
の
適
正
配
分
の
中

で
、
生
活
向
上
分
、
格
差
是
正
、
底
上
げ
な

ど
考
慮
で
き
る
組
織
は
『
プ
ラ
ス
α
』
を
し

て
い
く
。
な
お
、
賃
金
体
系
維
持
分
と
物
価

上
昇
分
と
し
て
四
％
を
ミ
ニ
マ
ム
要
求
基
準

と
す
る
」
と
し
た
と
し
、
こ
れ
ま
で
の
回
答

状
況
に
つ
い
て
、「
要
求
に
は
お
よ
ば
な
い
も

の
の
、
賃
金
体
系
維
持
プ
ラ
ス
賃
金
改
善

（
べ
ー
ス
ア
ッ
プ
）
が
確
保
で
き
、
評
価
で

き
る
回
答
状
況
と
な
っ
て
い
る
」
と
報
告
し

た
。

　

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
連
合
は
、
今
期
の
賃
金
の

引
き
上
げ
要
求
基
準
を
「
二
％
基
準
」
と
設

定
。
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
お
よ
び
個
別
賃
金

水
準
が
不
明
な
組
合
に
つ
い
て
は
、
八
五
〇

〇
円
を
基
準
に
取
り
組
ん
だ
。

　

四
月
二
〇
日
時
点
で
の
回
答
状
況
に
つ
い

て
、「
賃
上
げ
回
答
は
四
二
三
五
円
（
一
・
七

二
％
）（
単
純
平
均
）
で
あ
り
、
改
善
分
を
含

む
ベ
ア
相
当
を
獲
得
し
た
組
合
数
は
、
回
答

の
あ
っ
た
三
〇
組
合
中
、
一
八
組
合
。
金
額

で
一
三
二
八
円
（
単
純
平
均
）」
と
説
明
。

こ
こ
ま
で
の
状
況
に
対
し
て
、「
中
小
が
大
半

を
占
め
る
構
成
組
織
の
企
業
業
況
は
け
っ
し

て
良
い
状
況
で
は
な
い
中
、
昨
年
ま
で
ベ
ア

が
取
れ
て
い
な
か
っ
た
組
合
で
も
ベ
ア
回
答

を
獲
得
で
き
て
い
る（
額
は
少
額
で
あ
る
が
）。

し
っ
か
り
と
要
求
し
、
会
社
も
何
と
か
応
え

よ
う
と
す
る
表
れ
」
と
前
向
き
に
評
価
し
て

い
る
。

予
想
以
上
に
ベ
ア
獲
得
の
見
方
も

　

加
盟
組
合
の
今
年
の
賃
金
交
渉
を
昨
年
と

比
べ
た
場
合
に
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が
み
ら

れ
る
か
を
尋
ね
た
（
進
捗
、
賃
上
げ
額
・
率
、

経
営
側
の
姿
勢
な
ど
）。

　

電
機
連
合
は
、「
デ
フ
レ
脱
却
と
経
済
の
好



ビジネス・レーバー・モニター産別・単組調査

Business Labor Trend 2015.6

33

循
環
実
現
に
向
け
た
二
年
目
の
取
り
組
み
、

そ
し
て
物
価
上
昇
局
面
に
お
け
る
実
質
生
活

維
持
の
取
り
組
み
と
し
て
、
昨
年
以
上
に
社

会
的
責
任
・
役
割
が
求
め
ら
れ
た
闘
争
だ
っ

た
が
、
賃
金
水
準
改
善
の
着
地
点
を
め
ぐ
っ

て
、労
使
交
渉
は
最
後
ま
で
難
航
を
極
め
た
」

と
し
、「
終
盤
ま
で
賃
金
水
準
改
善
の
厳
し
さ

と
物
価
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
頑
な
な
姿

勢
で
あ
っ
た
経
営
側
が
、
最
終
的
に
は
電
機

連
合
の
主
張
に
一
定
の
理
解
を
示
し
た
こ
と

は
、
今
後
と
も
電
機
労
使
が
『
春
闘
』
の
社

会
的
機
能
と
役
割
を
理
解
し
、
真
摯
な
論
議

を
続
け
て
い
け
る
こ
と
を
確
信
さ
せ
る
対
応

だ
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　

基
幹
労
連
は
、
一
部
に
は
昨
年
を
上
回
る

回
答
も
み
ら
れ
る
も
の
の
、「
昨
年
二
年
分
の

回
答
を
受
け
た
組
合
の
中
心
的
な
回
答
内
容

（
金
額
）
に
沿
っ
た
回
答
が
多
い
よ
う
だ
」

と
観
察
し
て
い
る
。

　

生
保
労
連
は
、「
多
く
の
組
合
で
、
統
一
要

求
基
準
で
あ
る
『
年
間
総
収
入
の
向
上
』
に

資
す
る
回
答
を
引
き
出
し
て
い
る
」
と
し
、

「
具
体
的
に
は
、
臨
時
給
与
（
一
時
金
）
を

中
心
に
、
昨
年
を
上
回
る
水
準
の
回
答
を
引

き
出
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
。

　

運
輸
労
連
は
、「
大
手
を
中
心
に
、
昨
年
よ

り
妥
結
水
準
が
上
が
っ
て
い
る
」
と
し
、「
定

昇
制
度
を
持
つ
企
業
は
少
な
い
が
、
例
年
以

上
に
ベ
ア
獲
得
が
進
ん
だ
。
例
年
ベ
ア
の
調

査
は
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
今
回
調
査
し
た

と
こ
ろ
予
想
以
上
に
獲
得
で
き
て
い
た
」
と

感
想
を
述
べ
た
う
え
で
、「
人
出
不
足
は
経
営

側
も
危
機
感
を
も
っ
て
お
り
、
賃
上
げ
や
労

働
時
間
の
短
縮
に
つ
な
が
っ
て
い
る
面
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
」
と
の
見
方
を
示
し
た
。

　

ゴ
ム
連
合
は
、
回
答
者
の
印
象
と
し
て
、

「
地
場
賃
金
が
上
昇
傾
向
で
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
人
材
確
保
の
た
め
に
賃
金
引
き
上
げ

の
動
機
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
の
見

方
を
示
す
。

　

紙
パ
連
合
は
、「
業
種
と
比
較
す
る
と
厳
し

い
実
態
に
あ
る
中
で
、
労
働
組
合
と
し
て
も

粘
り
強
い
交
渉
を
展
開
し
、
一
定
の
成
果
を

あ
げ
て
い
る
」
と
し
た
。

　

印
刷
労
連
は
、「
現
段
階
で
回
答
さ
れ
て
い

る
構
成
組
織
は
昨
年
度
と
比
較
し
て
も
増
額

の
回
答
を
引
き
出
し
て
い
る
」
と
昨
年
以
上

の
成
果
を
強
調
し
た
。

　

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
連
合
は
、「
進
捗
状
況
は
、

例
年
に
比
べ
妥
結
に
至
る
ま
で
の
時
間
が
か

か
っ
て
い
る
組
合
が
多
い
傾
向
に
あ
る
」
と

し
た
が
、「
賃
上
げ
額
・
率
に
つ
い
て
は
、
金

額
・
率
と
も
に
上
昇
傾
向
に
あ
る
。
賃
金
の

引
き
上
げ
が
で
き
た
組
合
数
が
既
に
昨
年
を

上
回
っ
て
い
る
（
妥
結
組
合
数
は
現
状
七
割

程
）」
と
報
告
し
て
い
る
。

非
正
規
社
員
で
正
社
員
と
同
率
の

賃
上
げ
獲
得
も

　

賃
金
以
外
で
取
り
組
ん
で
い
る
要
求
項
目

の
回
答
状
況
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
一
時
金
以

外
で
は
、
時
短
や
非
正
規
労
働
者
の
取
り
組

み
な
ど
に
関
す
る
記
述
が
多
か
っ
た
。

　

電
機
連
合
は
、「
産
業
別
最
低
賃
金
に
つ
い

て
は
お
お
む
ね
水
準
の
達
成
が
で
き
た
」
と

し
、「
水
準
が
未
達
の
組
織
も
改
善
額
を
引
き

出
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
。

　

基
幹
労
連
は
、「
退
職
金
・
時
短
に
つ
い
て

は
、
部
会
の
ま
と
ま
り
で
要
求
し
て
い
る
部

会
が
あ
り
、
そ
の
部
会
に
お
い
て
は
多
く
の

組
合
で
前
進
回
答
を
得
て
い
る
（
特
殊
鋼
部

会
、
鉄
鋼
関
連
部
会
な
ど
）」
と
報
告
。

　

生
保
労
連
は
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

多
く
の
組
合
で
総
労
働
時
間
の
短
縮
、
両
立

支
援
制
度
の
拡
充
・
活
用
促
進
、
健
康
増
進
・

職
場
環
境
の
改
善
に
つ
な
が
る
具
体
的
回
答

を
引
き
出
し
た
」
と
し
、
パ
ー
ト
・
有
期
契

約
労
働
者
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
も
、
組
織

化
し
て
い
る
組
合
で
は
「
賃
金
面
や
人
事
評

価
制
度
の
充
実
等
に
関
す
る
回
答
を
引
き
出

し
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。

　

運
輸
労
連
の
傘
下
組
合
で
は
、
人
間
ド
ッ

ク
の
全
額
会
社
負
担
に
取
り
組
ん
だ
組
合
も

あ
っ
た
。

　

ゴ
ム
連
合
は
、「
労
働
時
間
に
つ
い
て
、
休

暇
を
取
得
し
や
す
く
す
る
取
り
組
み
が
み
ら

れ
た
（
半
日
休
暇
の
取
得
上
限
撤
廃
や
、
当

日
申
出
可
、
計
画
年
休
取
得
日
数
の
増
、
な

ど
）」
と
し
、
非
正
規
労
働
者
の
処
遇
改
善

に
つ
い
て
も
、「
時
間
給
の
引
き
上
げ
や
一
時

金
増
、
手
当
改
善
の
他
、
正
規
労
働
者
へ
の

登
用
制
度
化
あ
る
い
は
登
用
制
度
改
善
が
行

わ
れ
て
い
る
」
と
す
る
。

　

紙
パ
連
合
は
、「
時
間
短
縮
に
つ
い
て
は
、

休
日
日
数
増
加
を
求
め
、
一
日
～
二
日
の
休

日
増
を
獲
得
し
た
組
合
も
あ
る
」
と
報
告
。

　

印
刷
労
連
は
、「
長
時
間
労
働
の
抑
制
お
よ

び
労
働
関
係
法
改
正
の
遵
守
を
労
働
諸
条
件

改
善
要
求
に
掲
げ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
。

　

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
連
合
は
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
実
現
の
観
点
か
ら
、
労
働
時

間
短
縮
に
つ
な
が
る
要
求
を
実
施
し
た
」
と

し
、
具
体
的
に
は
、
年
間
休
日
増
、
休
暇
の

取
得
し
や
す
さ
に
関
す
る
施
策
等
の
回
答
を

得
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
非
正
規
労
働
者

の
処
遇
改
善
と
し
て
、「
全
従
業
員
を
対
象
と

し
た
賃
金
の
引
き
上
げ
、
そ
の
他
労
働
条
件

向
上
に
関
す
る
要
求
を
実
施
し
、
一
部
で
正

規
と
同
率
相
当
の
賃
金
引
き
上
げ
、
時
間
外

割
増
率
を
正
規
と
同
等
に
引
き
上
げ
た
組
織

も
あ
っ
た
」
と
報
告
し
た
。

（
荒
川
創
太
）


